
わたしたちは、名古屋市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 4 年（2022 年）4 月 1 日発行 （ 12 ）第 65 号
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ま
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に
よ
り
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２
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間
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行
事
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が
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次
ぎ
、
老
人
ク
ラ
ブ
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来
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。
１
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よ
り
高
齢
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３
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。
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編  集  後  記

　１９11 年（明治 44 年）に尋常小学
校唱歌 1 年生用として掲載された。か
たつむりは、頭（角）に刺激を与えら
れるとひっこめてしまう生態を持つため、
子どもたちが呼びかける「出よ出よ」が

「出ん出ん」に変化していき、「でんで
んむし」の別名になったという説がある。

お
楽
し
み
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

タテのカギ
とんちで有名。「この＿＿わたるべからず」
自然環境に恵まれた施設に児童生徒を合
宿させたりする教育行事。＿＿＿＿学校
旧約聖書に登場する天まで届く高さに造
られたバベルの＿＿
憧れの女性。学園の＿＿＿＿
井上陽水の代表曲のひとつ「＿＿の中へ」
1941 年のアメリカ合衆国のドラマ映画。

「＿＿＿ケーン」
甘くてカリッとした食感の日本古来の和菓
子。黒くて棒状のものが有名
お祝いやお礼、あいさつなどで相手にわた
す詰め合わせの食物のひとつ
書や水墨画などをきれや紙で表装したも
の。床の間などに飾られます。
医者・研究者などの服装といえば？
キリスト教で日曜日に行われる儀式
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ヨコのカギ
繊細な動きを表す言葉。「＿＿の穴を通す」
＿＿＿＿用心、火の用心
仲が良く、信頼できる友だち
浦島太郎が砂浜で助けた動物といえば？
物や人のもつ本当の価値や能力。「＿＿＿
を発揮する」
昭和の時代、子どもたちが楽しんだ遊びの
ひとつ。＿＿けり
怖いことを例える言葉「地震・＿＿＿＿・
火事・親父」
1986 年に施行され、小泉内閣時代に大
きく改正された労働者＿＿＿法
神社などで運勢を占うもの
北陸地方の中央付近から日本海へ北に
向けて突き出ている＿＿半島
排出された資源（またはエネルギー）を回収
して再利用すること
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★
解
答
と
住
所
、
氏
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、
電
話
番
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、
所
属
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名
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連
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ペ
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い
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お
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ら
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欄
に
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）
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
正
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者
の
う
ち
か
ら
抽
選
で
図
書
カ
ー
ド
を
10
名
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ

　

ザ
ッ
ク
美
術
館
・
名
古
屋
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
美
術
展

　

の
チ
ケ
ッ
ト
を
各
５
組
10
名
、
森
永
乳
業
「
大
人
の
た
め
の

　

粉
ミ
ル
ク 

ミ
ル
ク
生
活
プ
ラ
ス
」
を
20
名
、
吉
田
麺
業
「
き

　

し
め
ん
詰
合
せ
」
を
5
名
、合
計
55
名
の
方
に
贈
呈
し
ま
す
。

★
締
切
は
5
月
16
日
（
当
日
消
印
有
効
）
で
す
。

★
前
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
は
4
0
3
通
の
ハ
ガ
キ
が
寄
せ

　

ら
れ
ま
し
た
。
正
解
は
「
ユ
キ
ダ
ル
マ
」
で
し
た
。 ◎問題　タテとヨコのカギを解

いて、ABCDEに入ることばを
見つけてください。

※プレゼント提供企業様に発送に必要な情報（当選者情報）を開示しますが、発送以外での利用はいたしません。
読者プレゼント お楽しみクロスワードを解いて応募しましょう（左下の応募要項参照）。

　「ミルク生活プラス」は、大人の健康を
サポートする 6 大成分とバランスのよい栄
養がまとめて摂れる「大人のための粉ミル
ク」です。「育児用粉ミルクを１０年間飲み
続けていて元気だ」「大人用粉ミルクを作っ
てほしい」といったお客さまからの声から生まれました。

大人のための粉ミルク ミルク生活プラス

● 森永乳業株式会社 中部支社
〒461-8658 名古屋市東区徳川一丁目 15-30 名古屋リザンビル 4 階
☎ 052-936-1591
営業時間 / 月曜日～金曜日 9：00 ～ 17：30

 新野洋×西澤伊智朗 －自然を創る－ 布の庭にあそぶ  庄司達
　1979年生まれの新野洋と1959年生まれの西澤伊智朗の二人展。
みずみずしく透明感あふれる新野のアクリル樹脂の素材感と、荒々
しくも素朴な西澤の陶土ー20歳差のふたりが創り出す

それぞれの自然のかたちをお楽しみください。

　愛知県を拠点に50年以上活動を続け
る作家・庄司達の個展。デビュー作であ
る〈白い布による空間〉と〈Navigation〉
の 2 つのシリーズをはじめ、約10点のイ
ンスタレーションを展示します。

● ヤマザキマザック美術館（地下鉄「新栄町」駅直結）
会期 / 2022 年 4 月 22日㈮～ 8 月 28日㈰
開館 / 平日 10：00 ～17：30、土日祝 10：00 ～17：00 ※入場は閉館 30 分前まで
休館 / 月曜日 （※ 5月2日、7月18日、8月15日は開館）、7月19日
観覧料 / 一般 1,300 円、小中高生 500 円、小学生未満無料
☎ 052-937-3737　ホームページ http://www.mazak-art.com

● 名古屋市美術館（芸術と科学の杜・白川公園内）
会期 / 2022 年 4 月 29 日（金・祝）～ 6 月 26 日㈰
開館 / 9：30 ～17：00（金曜は 20：00 まで ※ 4月29日は17：00 まで） 
※入場は閉館 30 分前まで　　休館 / 月曜日 
観覧料 / 一般 1,200 円、高大生 800 円   中学生以下無料
☎ 052-212-0001
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　小麦粉と塩、水のみで作り上げ
るめん。愛知県産「きぬあかり」
や三重県産「あやひかり」など
麺づくりに適した国産の小麦粉と、
国内産の塩、そしてまろやかな口
当たりの軟水で作り上げる吉田麺業のこだわりあるめんです。

創業明治２３年。めん造り一筋 きしめん詰合せ

● 吉田麺業 店舗情報
中村区椿町 6-9
中川区新家一丁目 1918
中川区荒子二丁目 222

エスカ店
千音寺店
荒 子 店

☎ 052-452-2875
☎ 052-432-2875
☎ 052-355-7003

《Navigation Arch No.7》1995年 ドリル・ホール・ギャラリー（キャンベラ）の展示風景  撮影：庄司達


